
麻酔・蘇生学講座 
（集中治療部、手術部、ペインクリニック・緩和ケア科を含む）

著　　書
１ 	 坂口嘉郎：麻酔と肝機能．麻酔科学レビュー2024，2024，総合医学社，東京．
２ 	 坂口嘉郎：危機的出血．Ｑ＆Ａ循環管理：麻酔科専門医が答える74の疑問．118-122頁，2024，克
誠堂，東京．

３ 	 坂口嘉郎：赤血球輸血．麻酔科研修ノート改訂第 ４版．257-260，2024，株式会社　診断と治療社，
東京．

原著論文
１ ◯Reona Aijima, Daisuke Miura, Ayako Takamori, Asana Kamohara, Atsushi Danjo, Yoshiro Saka-
guchi, Yoshio Yamashita: Impact of General Anesthesia on Postoperative Complications in Or-
thognathic Surgery: A Retrospective Comparison of Total Intravenous Anesthesia versus Volatile 
Anesthesia.  Scientific Reports. 14(16075), 2024.

２ ＊Hidekazu SETOGUCHI, Yoshinori TANIGAWA, Yoshiro SAKAGUCHI, Tomoko YAMASHITA, 
Akira NAKAGAWACHI, Kimihide NAKAMURA: Investigation of factors contributing to heparin 
resistance during cardiopulmonary bypass.  日臨麻会誌，Vol.44 No3, 270-279, 2024.

３ 	 谷川義則，瀬戸口秀一，坂口嘉郎：当院 4年間における帝王切開術の周術期静脈血栓症例の検討．
手術医学．45：210-217，2024．

総　　説
１ 	 山田信一，原野りか絵，田代　卓：印象記　日本ペインクリニック学会第58回学術集会．臨床麻酔，
48，1105-1107，2024．

２ 	 山田信一，兵頭彩子，原野りか絵：虚血肢の治療（３）神経ブロック．ペインクリニック　45：491‐
497，2024．

３ ＊山内正憲，山浦　健，川股知之，鈴木孝浩，坂口嘉郎，濱口眞輔：特集：麻酔科学会とその関連学
会の現状と課題．麻酔．73：325-329，2024．

症例報告
１ ＊上野真由，山田信一，兵頭彩子，江島美紗，合原由衣，原野りか絵：帯状疱疹関連痛を疑われ受診
した感染性胸部大動脈瘤の １症例．日本ペインクリニック学会誌　31，223-226，2024．

学会発表
国内全国規模の学会
１ 	 谷川義則，坂口嘉郎：ロボット支援下食道手術　麻酔・周術期管理．第16回日本ロボット外科学会　
学術集会，2024，2，10．

２ 	 谷川義則：高齢者の周術期における止血凝固管理．第36回日本老年麻酔学会，2024，2，17．
３ 	 山田信一：麻酔科医の終の棲家を考える：Good death と living will．第36回日本老年麻酔学会，
2024，2，17．

４ ＊副島周平，山田康貴，坂口嘉郎：開頭神経血管減圧術の周術期に心筋梗塞を発症した一例．第36回
日本老年麻酔学会，2024，2，17．

５ ＊山田康貴，谷川義則，坂口嘉郎：経カテーテル大動脈弁移植術後の日常生活動作の低下に及ぼす因
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子の検討．第36回日本老年麻酔学会，2024，2，17．
６ ＊宮原　梓，山田康貴，坂口嘉郎：心拍動下冠動脈バイパス術と経カテーテル的大動脈弁留置術を同
時に施行した一例．第36回日本老年麻酔学会，2024，2，17．

７ 	 中村公秀，山下友子，中川内章，谷川義則，山田康貴，坂口嘉郎：当院 ICUにおける早期離床・
リハビリテーションの取り組み．第51回日本集中治療医学会学術集会，2024，3，15．

８ 	 山下友子：ICUでのカルバペネム系抗菌薬の温存．第51回日本集中治療医学会学術集会，2024，3，
16．

９ ＊山田康貴，坂口嘉郎，中村公秀，山下友子，中川内章，谷川義則：経カテーテル大動脈弁移植術後
の身体・認知機能に及ぼす鎮静薬の影響．第51回日本集中治療医学会学術集会，2024，3，15．

10	 中川内章，山下友子，中村公秀，山田康貴，谷川義則，坂口嘉郎：佐賀大学医学部附属病院におけ
る Rapid Response System（RRS）の臨床効果．第51回日本集中治療医学会学術集会，2024，3，
15．

11	 中川内章：佐賀大学医学部附属病院における Rapid Response System 活動実績～現状と課題～．
第51回日本集中治療医学会学術集会，2024，3，15．

12	 野口　洋，山田康貴，坂口嘉郎：胸部多発外傷患者の肩甲骨・鎖骨同時手術に対し複数の末梢神経
ブロックを併用し良好な鎮痛が得られた 1例．日本区域麻酔学会第11回学術集会，2024，4，13．

13	 野口　洋，坂口嘉郎：上肢と鎖骨の骨折手術で選択的神経幹ブロック（SeTB），鎖骨上腕神経ブ
ロックを行い鎮痛効果が得られた一例．日本区域麻酔学会学術集会，2024，4，13．

14	 坂口嘉郎：臨床モニターの未来（シンポジウム ４）．日本臨床モニター学会，2024，5，19．
15	 谷川義則，坂口嘉郎，瀬戸口秀一：心房細動に対する全身麻酔下心筋カテーテル焼却術中の血行動
態に関するレミマゾラムとデスフルランの比較．日本麻酔科学会第71回学術集会，2024，6，6．

16	 坂口嘉郎：採択される一般演題抄録の書き方（麻酔科領域講習（リフレッシャー）・ベーシック）．
日本麻酔科学会第71回学術集会，2024，6，7．

17	 坂口嘉郎：関連領域最近のトピックス（シンポジウム）．日本麻酔科学会第71回学術集会，2024，6，
7．

18	 坂口嘉郎，谷川義則：重篤な輸血関連急性肺障害に対し，V-VA hybrid ECMOを導入し救命し得
た一症例．第45回日本循環制御医学会総会・学術集会，2024，6，29．

19	 谷川義則，坂口嘉郎，中川内章，山下友子：重症 COPD患者の腹腔鏡下胃切除中に EIT モニタリ
ングを用いて呼吸メカニクスの変化を評価した 1例．第46回日本呼吸療法医学会，2024，6，28．

20	 原野りか絵，山田信一，平松史帆，野口　洋，北村静香，坂口嘉郎：がん性疼痛に対する末梢神経
ブロックの有効性．日本ペインクリニック学会第58回学術集会，2024，7，19．

21 ＊西木戸修，松田陽一，前田愛子，綿引奈苗，松崎　孝，山田信一：2023年度 3Ｂ以上有害事象まと
め　神経ブロック・インターベンショナル治療．日本ペインクリニック学会第58回学術集会，2024，
7，18．

22 ＊綿引奈苗，松田陽一，西木戸修，前田愛子，松崎　孝，山田信一：日本ペインクリニック学会安全
委員会　2023年有害事象調査報告　薬剤，非がん性慢性疼痛患者への麻薬処方．日本ペインクリニッ
ク学会第58回学術集会，2024，7，18．

23 ＊松崎　孝，西木戸修，白井　達，前田愛子，山田信一：痛み診療の現場における2019年～2022年の
有害事象について　日本ペインクリニック学会安全委員会―有害事象調査詳細報告と注意喚起―．
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日本ペインクリニック学会第58回学術集会，2024，7，18．
24	 八板信介，坂口嘉郎，谷川義則，奈良崎小百合：心臓血管外科開心術後にHorner 症候群を呈した

2例．日本心臓血管麻酔学会第29回学術集会，2024，9，21．
25	 谷川義則：カテーテルアブレーション治療における麻酔科医による全身麻酔管理の効果（ランチョ
ンセミナー）．日本臨床麻酔学会第44回大会，2024，11，21．

26	 谷川義則，坂口嘉郎：当院における大量出血症例における準備血液製剤の過不足状況の検討．第46
回日本手術医学会，2024，12，21．

地方規模の学会
１ 	 山田信一，原野りか絵，兵頭彩子：上下腹神経叢ブロック．令和 ６年 １月佐賀県緩和ケア地域連携
カンファレンス，2024，1，17．

２ 	 山田信一，田代章悟，前田愛子，山本俊介，原野りか絵，兵頭彩子：九州ペインクリニック技術援
助会の立ち上げと活動報告．日本ペインクリニック学会　第 ４回九州支部学術集会，2024，3，9．

３ ＊兵頭彩子，山田信一，原野りか絵，北村静香，平松史帆，坂口嘉郎：虚血肢に末梢神経ブロックは
有効か．日本ペインクリニック学会　第 ４回九州支部学術集会，2024，3，9．

４ 	 山田信一，原野りか絵，兵頭彩子：オピオイド誘発性吐き気対策．令和 ６年 ３月佐賀県緩和ケア地
域連携カンファレンス，2024，3，19．

５ 	 原野りか絵：うつ病が疑われた慢性疼痛の一例．第28回佐賀痛みを考える会，2024，4，16．
６ 	 山田信一，原野りか絵：2023年版鎮静に関する基本的な考え方を紐解く．佐賀県緩和ケア地域連携
カンファレンス，2024，5，20．

７ 	 野口　洋，山田康貴：無脾症・Glenn 手術後の患児に対して当院にて水頭症手術を施行した 1例．
第79回福岡小児麻酔カンファレンス，2024，7，13．

８ 	 谷川義則：明日からの診療にリンク！－ICUでの呼吸療法を手術麻酔や病棟管理に活かす－．第
6回九州集中治療セミナー，2024，8，17．

９ 	 山田信一：がんに伴う痛みの治療について～神経障害性疼痛を中心に～．横浜市北部がん疼痛・緩
和ケアWEBセミナー，2024，9，6．

10	 坂口嘉郎：2024年度九州支部周術期管理／チームセミナー「周術期の口腔・嚥下機能管理の意義と
実践」．日本麻酔科学会2024年度支部学術集会　九州麻酔科学会第62回大会，2024，9，7．

11	 谷川義則：2024年度九州支部周術期管理チームセミナー「呼吸生理学Update」．日本麻酔科学会
2024年度支部学術集会　九州麻酔科学会第62回大会，2024，9，7．

12 ＊村石十和子，谷川義則，松林佑亮，八板信介，坂口嘉郎：喉頭軟化症を合併した21trisomy の児に
対する麻酔経験．日本麻酔科学会2024年度支部学術集会　九州麻酔科学会第62回大会，2024，9，7．

13 ＊國崎真智子，谷川義則，坂口嘉郎：中枢側吻合デバイスを用いた非体外循環下冠動脈バイパス術中
に Stanford A 型急性大動脈解離を来たした １例．日本麻酔科学会2024年度支部学術集会　九州麻酔
科学会第62回大会，2024，9，7．

14	 浦知佳子，安藤千晶，上田頼子，谷川義則，坂口嘉郎：膿胸を発症した低心機能慢性心不全症例に
対しレミマゾラム併用下Monitored Anesthesia Care で管理を行った 1例．日本麻酔科学会2024年
度支部学術集会　九州麻酔科学会第62回大会，2024，9，7．

15	 矢原徹郎，谷川義則，中川内章，中村公秀，坂口嘉郎：イスラム教徒患者の人工心肺管理下開心術
における周術期管理を行った 1例．日本麻酔科学会2024年度支部学術集会　九州麻酔科学会第62回
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大会，2024，9，7．
16	 山田信一，原野りか絵：オピオイド変更の考え方．令和 ６年 ９月佐賀県緩和ケア地域連携カンファ
レンス，2024，9，25．

17	 山田信一，原野りか絵，平瀬真代，前田美和，白濱　泉：オピオイド耐性またはOIH を疑い変更
を行った症例の検討．令和 ６年 ９月佐賀県緩和ケア地域連携カンファレンス．2024，9，25．

18	 山田信一：オピオイドだけでは難しいがん性疼痛におけるインターベンション治療と九州での取り
組み．第15回三重痛みを考える会，2024，9，26．

19	 山田信一：がんサバイバーにおける非がん性疼痛治療とオピオイドの役割．第64回福岡県病院薬剤
師会オンコロジー研修会，2024，10，11．

20	 山田信一，原野りか絵，田代　卓：ラッツカテーテル？椎間板内治療？今何を選択するのか？透視
下ブロック～見えるものと見えないもの～．第 1 回九州ペインクリニックハンズオンセミナー in
福岡，2024，10，13．

21	 原野りか絵：神経障害性疼痛の治療における漢方薬の意義．第156回漢方浪漫倶楽部，2024，11，8．
その他の学会
１ 	 原野りか絵：―寒熱に着目した処方のポイント―帯状疱疹関連痛に対する漢方処方．日常診療で役
立つ漢方ミニレクチャー，2024，1，23．

２ 	 山田信一：私がペインクリニシャンを続けている理由．佐賀若手麻酔科勉強会，2024，2，3．
３ 	 山田信一，原野りか絵：神経障害性疼痛薬物治療の動向～癌性疼痛患者における神経障害性疼痛と
は～．第一三共社内講習会，2024，3，28．

４ 	 原野りか絵：神経障害性疼痛の治療における漢方薬の意義．第156回漢方浪漫倶楽部，2024，11，8．

研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）
等の名称

種　　目
１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

助　教 中村　公秀 科学研究費助成事業 基盤研究C １ 敗血症モデルにおける IL-27
産生細胞の特定とその病態形
成に関する役割の解析
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